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〔具体的デー タ〕

24. マングローブを利用した養殖排水の浄化

〔要約 〕エビ養殖池からの排水をマングローブ植林地に導入すると、その高い窒素除去能により環境

負荷を低減できる。
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〔背景・ねらい〕

インドネシアをはじめとする東南アジア諸国では、外貨獲得の一手段としてエビを主体とする沿岸養殖

が盛んであり、マングローブ後背地を含む沿岸域を切り開いて造成した池より、多量の廃排水を出して

きた。沿岸域の減少は本来自然の持つ自浄作用を損なうとともに、排水は富栄養化や生物多様性の減少

を引き起こし、漁業対象となる有用生物群集 ・相に悪影響を及ぽす ことから、地域経済に打撃を与える

ことが危惧される。

本研究ではエピ養殖池からの排水をマングローブ植林地に導入して水質の浄化を行い、再び養殖池に戻

す半閉鎖系の実験区画を設定し、環境負荷低減効果を調べた。

〔成果の内容• 特徴〕

エビ養殖池からの排水をマングローブ植林地およびバイオフィルターとしてのカキの養育池および洵

藻池に導入し、再び養殖池に戻す半閉鎖系の実験区画を設定し、92日間実験を継続した （図 I)。この区

画はエビ養殖池、エビ養殖池からマングローブ池に至る水路 1、マングローブ池、 マングロ ーブ池からカ

キ養殖池に至る水路 2およびカキ＋洵藻池の 5区画からなる 。

〔成果の活用面・留意点 〕

マングローブ域の単位面積当たりあるいは樹木 1本当たりの浄化能から 、環境に負荷を与えない魚介類

の養殖量及び投餌量を求めることが可能である 。

植林したマングローブ林が生産力の高いマングローブ生態系として発達すれば、有機物の取込みととも

に、低投餌の養殖が可能になると期待される。
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①～⑱：採水点
① カキ (Crassosllw 11,zda/e1)池

② and③ 海淡 (Gracil/ariasp.)池

④：水路 1

⑤：プール

⑥～⑭：マングロープ (Rhizophorasp.)池

⑮：コン トロール（塩分チ ェック ffi)池

⑯～⑰：エビ殺殖 (Pen,記11s111011odo11)池

⑲ 水路 2

表 2 収支計算に使用したパラメ ーターと言十算結果

餌供給址 （乾重拡）

餌の乾／湿重批比

餌の窒素含有批

エピ収穫茄

収穫時のエピ乾／湿重批比

エピ初期重屈

エビ初期乾／湿重批比

エビ窒素含有批 （日向野、未公表データ）

現境への放出批

養殖池内の沈降／現境放出茄比（ 日向野2,000)
懸濁態窒素の増加批
アンモニアの増加批

硝酸塩の増加砿

亜硝酸塩の増加孤

カキによ る摂食品

井戸お よびカキからの供給、海涵による吸収

マングロープ生態系による窒素除去批

マングロープ域の面積

実験日数

窒素除去速度

950 Kg 
94.6 % 

7.26 % 

622.6 Kg 
27.1 % 

15.05 Kg 
22.6 % 

11.7 % 

45.9 KgN 
50 % 

4.59 KgN 
0.7 KgN 
0.27 KgN 
-0.01 KgN 
4.44 KgN 
9.39 KgN 

22.37 KgN 
I 050-3925 m2 

92 days 
っ

62-232 mgN/111-/day 

図 1 調査区画
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表 1 各区画内におけるアンモニア(NH4)、硝酸塩 (N03)、亜硝酸塩 (N02)溶存無機窒

素(DIN)、リン酸塩 (P04)およびク ロロ フィ ル a(Chi.a)の収支

I. 無機態窒素栄養塩は、水路 lおよびカキ＋洵藻池で増加する 一方、エビ池では減少した。マング NH4 N03 N02 DIN P04 Chi.a 

ローブ池ではほほ増減はなかった。クロロフィル aはエビ養殖池で大きく増加 したが他の区画では
(kgN) (kgN) (kgN) (kgN) (KgP) (kg Chi.a) 

減少した（表 I)。 水路 l 4.45 0.53 0.10 5.09 -0.03 -0.31 

2. 水路 1が栄養塩の分解生成の場、マングローブ池が分解生成と取り込みとがほぼ平衡した場であり、 マングロープ池 0.09 -0.31 -0.03 -0.25 -0.01 -0.23 

エビ養殖池では植物プランク トンにより栄養塩が取り込まれていることを示唆している。カキ＋洵藻
水路 2 -0.46 0.01 -0.01 -046 0.05 -0.17 

池では、無機態溶存窒素濃度 200μMを超える値が観測されている井戸水からの窒素供給が比較的大き

かったと考えられる 。 カキ ＋洵藻池 5.52 1.97 0.36 7.85 -0.04 -0.33 

3. 実験期間中に投入された餌の量は950Kg、エビ体内に取り込まれた量を除き 、45.9KgNが環境中に放 エビ養殖池 -8.90 -1.93 -0.43 -I 1.27 0.00 1.56 

出された（表 2)。養殖池内に堆積する窒素量を50%と仮定し、井戸からの供給を加える 一方、カキに 値値が正の時時、その物質が生成されていたことを示す。

よる摂食量、現存量の増加分等を差 し引くと、 実験期間内に 22.37KgNがマングローブ生態系その他に が負の 、消失していたことを示す。

よって除去されたことになり、 窒素の除去速度は 62-232mgN/m2/dayと算出される
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